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なぜリソース監視するの︖

• 当システムの監視はZabbixで⾏っているがZabbixにはブラウザが必須
• 小型モニターを使ってProxmox-pve(以下PVE)の常時リソース監視出来たら少しだけ便利かも・・・
• Proxmox-pve(以下PVE)はコンソールではCUIのみで基本操作はブラウザ経由
• ブラウザを利⽤するために他の端末を常時起動するのは・・・SDGS的にどうよ︖
• 監視する理由は・・・
• なんとなくシステマティックっでいいじゃん

が答えです(笑)
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課題と検討
• PVE⾃体は映像出⼒ができる。（CUIのみだが）
• ウィンドウマネージャインストールすればいいんじゃね︖
• だが貴重なリソースをGUIにとらわれるのは・・・
• USBタイプでのグラフィック出⼒で仮想上のWindows画⾯を出⼒させるか︖
• 試したがドライバとPVEの問題で映像出⼒されず・・・
• という訳でPVEでGUIを有効化する手法での検討になった。

さすがに本番稼働中のPVEで検証するのはさすがに嫌なので・・・
PVE上にPVEの検証環境を作成することにした
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味気のないPVEのコンソール



PVE on PVE環境の構築
• とりあえずPVE上でPVEを動かすという事で調査。

ハードウェア周りを既定でセットアップするだけで問題ないという答えだった。
しかしCPUのVTxとかどーなるんだ︖という疑問があった。

• とりあえずPVE on PVE上に試しにWindows10をインストール
• やはりダメでした。KVMエラーになる。
• 予想通りにVTxで落ちてるっぽい・・・
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Windowsインストール検証
• 少し脱線しているが今後の為にと引き続き検証（言い訳）
• PVEのCPUのTypeをx86-64-v2-AESからhostに変更
• HostとすることによりCPUの詳細情報を取得させる。
• PVE on PVE上でCPU情報も変わった事を確認。
• 先ほどのWindowsを起動すると普通に起動した。
• 仮想上ではやはりVTxが問題になってくるのでPVE on ESXiでも

この手法は有効かと。
インストーラーが起動したのを確認したのでこの検証はお終い。
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PVEとは何者や︕︖
• さて次はGUIを可能とする為にはそもそもPVEのベースOSは何者や︕︖という事になる。

軽くググってみるとベースはDebianであることが判明。
• なんだデビか・・・DebianであればaptコマンドでサクッとGUI環境作れそう。
• じゃーGUI化するにはPVEにどれだけの容量とか必要なのかを調べる。（要求定義の確認）
• Debian公式サイトで確認するとGnomeの場合では3216MB（4075MB）ほど必要らしい。

https://www.debian.org/releases/stable/s390x/apds02.ja.html

• 容量の少ないKDEやXfceなどもあるがここでは汎⽤性を重視してGnomeで方針を決めた。
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必要なもの
• GnomeだけではダメでGDM3も必要
• あとやっぱり日本語化は必要（和の国の人なので）
• という事で・・・
• まずはおなじみのリポジトリの修正
• PVEをとりま最新化して・・・
• 今回は⾯倒なのでGnomeで不要なものもインストールしちゃいました
• apt-get install task-gnome-desktop 
• 日本語化は・・・
• apt-get -y install task-japanese-desktop ibus-kkc task-japanese locales-all 

• この後にPVE（仮想）を再起動すると・・・

1/9/2025 Sample Footer Text 7



インストール後の作業
• 無事にGnome起動しちゃいました(笑)
• 言語も日本語選べます
• そしてブラウザも使えます。
• PVE（仮想）のアドレス欄もlocalhost:8006

で接続可能です。
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最後に
• ここまで説明しておいてアレですが・・・
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(笑)


